
第63号
平成29年
7月14日

社会福祉法人　美郷町社会福祉協議会
☎0187-85-2294  　0187-85-2291 
印刷・株式会社アイ・クリエイト

編集発行

きれいに塗られたお元気ハガキ

ここは何色にしようかな？

※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。

わくわく園のおともだちから
『お元気ハガキ』に〝塗り絵〟をしてもらいました。

　

『
お
元
気
ハ
ガ
キ
』
と
は
、
美
郷
町
社
協
が

行
っ
て
い
る
事
業
の
一
つ
で
、
65
歳
以
上
の
単

身
老
人
世
帯
に
年
７
回
発
送
し
て
い
ま
す
。
お

元
気
ハ
ガ
キ
で
は
オ
レ
オ
レ
詐
欺
へ
の
注
意
喚

起
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
提
供
だ
け
で
な
く
町
内
の
幼

稚
園
や
小
中
高
の
児
童
生
徒
さ
ん
に
協
力
を

い
た
だ
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や
年
賀

状
、
塗
り
絵
な
ど
、
季
節
を
感
じ
て
も
ら
え

る
工
夫
も
し
て
お
り
「
孫
か
ら
届
い
た
ハ
ガ

キ
み
た
い
」
と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。



福 祉 だ よ り第63号 （2）

平成28年度決算状況
美郷町社会福祉協議会の平成28年度決算状況について、次のとおり公表します。

美郷町社会福祉協議会決算書 （単位：円）

勘　定　科　目 決　算 備　考

事
　
　
業
　
　
活
　
　
動
　
　
に
　
　
よ
　
　
る
　
　
収
　
　
支

収
　
　
　
　
入

会費収入 6,073,000 一般会費、特別会費、法人会費、団体会費
寄付金収入 1,845,389 一般寄付、香典返し

経常経費補助金収入 72,929,557 町（運営費、一斉除排雪事業、福祉センター管理費、共同募金配
分金 他）

受託金収入 29,200,654 町（在宅介護支援センター、高齢者支援事業、老福センター）
県社協（生活福祉資金）

貸付事業収入 846,658 たすけあい資金償還金
事業収入 252,072 みさと福祉センター利用料、自動販売機、福祉だより広告料 他
負担金収入 219,000 研修負担金

介護保険事業収入 87,655,500
国保連合会介護料（ケアプラン作成、訪問介護、訪問入浴、デイ
サービス）、町受託金（地域支援事業、介護予防プラン作成）、
介護保険事務所受託金（認定調査）、通所利用者食費

障害福祉サービス等事業収入 5,041,886 支援事業、特定相談支援、障がい児相談支援
借入金利息補助金収入 464,336 町（みさと福祉センター建設借入金償還利息）
受取利息配当金収入 7,167 受取利息
その他の収入 13,722,834 受入研修費、印刷利用料、退職積立
事業活動収入計(1) 218,258,053

支 

　
　
　
　
出

人件費支出 191,251,507 職員17名、非常勤職員32名（給与、諸手当、法定福利、退職金）

事業費支出 48,279,910

トータルケア事業、空き店舗活用事業、一斉除排雪活動、総合相
談、福祉座談会、福祉大会、広報誌発行、単身老人日帰り旅行、
安心電話、紙おむつ支給、配食サービス、デイサービス、訪問介
護、訪問入浴、居宅介護支援事業

事務費支出 5,082,169 事務的費用、福利厚生費
貸付事業支出 565,000 たすけあい資金貸付金
助成金支出 2,629,895 福祉教育助成、ふれあいサロン、出張理容
負担金支出 1,224,800 ふれあい安心電話県社協負担金等
支払利息支出 464,336 みさと福祉センター建設借入金償還利息
その他の支出 142,360
事業活動支出計(2) 249,639,977

    事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) -31,381,924

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収  

入

施設整備等補助金収入 9,365,000 みさと福祉センター建設借入金元金償還金補助金
施設整備等寄付金収入 167,800
施設整備等収入計(4) 9,532,800

支    

出

設備資金借入金元金償還支出 9,365,000 みさと福祉センター建設借入金元金償還金
固定資産取得支出 4,813,204 ロビーエアコン・相談コーナー・介護請求システム等
固定資産除却・廃棄支出 10,800 廃棄処分手数料等
施設整備等支出計(5) 14,189,004

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) -4,656,204

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収     

入

積立資産取崩収入 13,350,956 修繕積立取崩、経営安定積立取崩
拠点区分間繰入金収入 44,792,644
サービス区分間繰入金収入 12,205,225
その他の活動による収入 30,514,665 退職金預け金取崩
その他の活動収入計(7) 100,863,490

支     

出

積立資産支出 5,547,008 修繕積立
拠点区分間繰入金支出 44,792,644
サービス区分間繰入金支出 12,205,225
その他の活動による支出 7,621,746 退職共済預け金
その他の活動支出計(8) 70,166,623

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 30,696,867
当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) -5,341,261
前期末支払資金残高(11) 14,015,739
当期末支払資金残高(10)+(11) 8,674,478



福 祉 だ よ り（3） 第63号

貸　借　対　照　表
（単位：円）

※決算状況の詳細は、みさと福祉センターで閲覧が可能です。

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
 流動資産 19,806,265 流動負債 25,571,675

現金預金 4,346,369 事業未払金 11,131,787
事業未収金 15,382,798  1 年以内返済予定設備資金借入金 9,365,000
前払費用 77,098 賞与引当金 5,074,888

 固定資産 431,952,147 固定負債 133,705,803
基本財産 198,921,657 設備資金借入金 4,685,000

基本財産特定預金 3,000,000 退職給付引当金 129,020,803
建物 192,307,674 負   債   の   部　合　計 159,277,478
建物付属設備 3,613,983

その他の固定資産 233,030,490 純　　資　　産　　の　　部
建物 1,910,194 基本金 3,000,000
構築物 6,397,664 基金 19,652,000
機械及び装置 183,603 福祉基金 19,652,000
車輌運搬具 3,996,764 国庫補助金等特別積立金 133,174,064
器具及び備品 3,204,963 その他の積立金 65,494,124
ソフトウェア 1,776,150 修繕積立金 38,916,124
貸付事業貸付金 1,003,000 経営安定積立金 23,278,000
退職給付引当資産 129,020,803 たすけあい資金積立金 3,300,000
福祉基金積立資産 19,652,000 次期繰越活動増減差額 71,160,746
修繕積立資産 38,916,124 うち当期活動増減差額 -7,353,108
経営安定積立資産 23,278,000 純　資　産　の　部　合　計 292,480,934
たすけあい資金積立資産 3,300,000
長期前払費用 391,225
資　産　の　部　合　計 451,758,412 負債及び純資産の部合計 451,758,412

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会　
役
員
改
選

○
役
員
の
任
期

　
平
成
29
年
６
月
13
日
～
平
成
30
年
度
に
関

す
る
定
時
評
議
員
会
議
が
終
結
す
る
ま
で

6月13日、午後から行われた新役員による
理事会の様子

 

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

　

こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、
左
記
の

方
々
が
役
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
福
祉
協
議
会
の

運
営
や
事
業
推
進
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご

指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

大
久
保　

一　

男
（
本　

館
）

蛭　

川　

久
二
雄
（
下
鑓
田
）

塙　
　
　

常　

観
（
東
高
方
町
）

髙　

橋　

美
由
紀
（
上
千
小
町
田
）

小　

西　

弘　

蔵
（
米　

町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

※
敬
称
略

　

６
月
13
日
（
火
）
今
年
度
第
一
回
目
の
評

議
員
会
が
行
わ
れ
、
平
成
28
年
度
決
算
等
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
社
会
福
祉
法
改
正
に
伴
い
、
平
成
28

年
12
月
１
日
に
就
任
し
た
役
員
の
任
期
が
満

了
と
な
り
、
同
日
改
選
が
行
わ
れ
次
の
方
々

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
た
び
の
改
選
か
ら
理
事
の
定
数
を

	

15
名
か
ら
13
名
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

新
役
員
の
紹
介
　
※
敬
称
略

会　

長　

鈴　

木　

諄　

一
（
天
神
堂
）

副
会
長　

照　

井　

冨
士
男
（
元　

村
）

副
会
長　

藤　

嶋　

政　

春
（
第
一
暁
）

理　

事　

黒　

丸　
　
　

剛
（
上　

町
）

理　

事　

進　

藤　

敏　

美
（
城　

回
）

理　

事　

樫　

尾　

順　

子
（
琴
平
西
）

理　

事　

宮　

野　
　
　

剛
（
米　

町
）

理　

事　

田　

澤　

千
寿
子
（
中　

野
）

理　

事　

澁　

谷　

久　

一
（
上
菻
沢
）

理　

事　

佐　

藤　

義　

勝
（
福
祉
施
設
）

理　

事　

二　

藤　

由
喜
子
（
大　

町
）

理　

事　

加　

畠　
　
　

徹
（　

塚　

）

理　

事　

高　

橋　

久　

也
（
福
祉
保
健
課
長
）

監　

事　

五
十
嵐　
　
　

博
（
上
深
井
）

監　

事　

鈴　

木　

豊　

文
（
第
一
暁
）

監　

事　

高　

橋　
　
　

郷
（
本
道
町
）



福 祉 だ よ り第63号 （4）

社協会員会費納入のお願い
　社会福祉協議会は、地域福祉を進める団体として毎年皆さまに会員加入をお願いしております。
　７月から各地区の福祉委員の方々が、会費納入のお願いのため皆さまのお宅を訪問させていただ
いております。ご協力よろしくお願い申し上げます。
　皆さまからお預りした社協会費は「地域福祉力の向上」を理念に掲げ、誰もが住み慣れた地域
で、自分らしく、安心して生活を続けることができるよう、地域の住民福祉や在宅福祉サービスを
推進するための貴重な財源として大切に活用させていただきます。社協会費へのご理解とご協力を
お願いいたします。

一般会費　１,０００円　　　特別会費（１口）１,０００円
　社協活動にご賛同いただける団体および法人様からの団体会費につきましては、年間を通して随時受け付け
ております。

※団体会費　１口５,０００円・法人会費　１口１０，０００円
※団体、及び法人会員になっていただきますと、福祉センターを利用する場合、今年度の会場使用料が

免除になります。

　毎年多くの皆さまにご参加をいただいております「美郷町社
会福祉大会」を、今年も下記日程のとおり開催いたします。
　ご近所お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

第14回 美郷町社会福祉大会を開催します

開催日	 平成29年７月20日（木）
場　所	 美郷町公民館
内　容	 13：00～	 受　付
	 13：30～	 式　典
	 14：30～	 講　演『株式会社 せん』
			   代表取締役　水野　千夏 氏
		  演　題
			   〝秋田美人の産業化〟
			   ～会える秋田美人・あきた舞妓～
  	 15：45～	 アトラクション
			   『株式会社 せん』
			   〝あきた舞妓〟による踊り
	 16：15～	 閉　会

※各地区から会場まで、無料の送迎バスを
　運行しますのでご利用ください。

家族介護者交流会を
開催しました

　６月25日（日）東成瀬村にある「な
るせ温泉　東

とうせんぼ
仙歩」を会場に、第一回

家族介護者交流会を開催しました。
　この交流会は、介護者同士の交流や
情報交換の場を提供し、心身のリフレ
ッシュを図ることを目的としており、
要介護度４または５のご家族を在宅で
介護されている方ならどなたでも参加
できます。
◎この交流会は、気軽に参加いただけるよ

う日帰りとしており、参加費も無料です。
（10月と３月にも開催を予定しています）

大会テーマ
「つながりを力に 
　～安心・安全な地

ま ち

域美郷をめざして～」

福祉大会開催日程

食事を楽しみながら情報交換



共同募金配分金の使い道平成29年度

１．総合相談事業
381,000円

心配ごとや困りごと等、相
談員が親身になって相談に
応じます。法律上の問題は
顧問弁護士を紹介します。
※ 弁護士の場合、初回のみ
30分まで無料です。

２．単身老人日帰り旅行
304,000円

町内の単身老人の方を対象
に日帰り旅行を
実施し、仲間
づくりをし
ながらお互
いに交流を
図ります。

３．防火点検
8,000円

消防署の協力を得て、一
人暮らし老人宅を訪問し
て火災の危険
がないか
年2回点検を
行います。

４．緊急一時支援事業
99,242 円

困窮者への緊急一時支援
として、行政と連携し現
物支給等の体制を整えま
す。関係機関とのネット
ワーク支援として取り組
みます。

５. 出張理容補助券の交付
276,000円

寝たきりの方を対象に衛生
保持を図るため、出張理容
時に使える
補助券を交
付して在宅
介護を支援
します。

６. 福祉教育推進事業
610,000円

福祉活動への関心を高める
ことを目的として、町内の
小・中・高校５校へ福祉活
動助成金を
交付します。

７. 地域福祉座談会
119,000円

地域住民と膝を交え、地域
の問題・課題について話し
合います。地域における生
活課題の把握に努めるとと
もに社協活動への理解を深
め、地域福祉活動の充実を
図ります。

８. 社会福祉大会
728,000円

社会福祉大会をとおして、
社会福祉協議会活動への
理解を深め、
福祉意識の
高揚を図り
ます。

９. 広報活動の推進
730,000円

福祉だよりやホームページ
を通して、福祉協議会で
行っている事業や、介護
サービス、共同募金委員会
などの情報
を発信します。

10. まめだ屋運営事業
704,000円

誰でも気軽に立ち寄ること
ができる交流スペースを提
供し、閉じこもり防止や生
きがいづくり・健康づくり
を推進します。

11. おたすけマン事業
25,000円

日常生活のちょっと
した困りごとを、
おたすけマンが
お手伝いする支援
活動を実施します。

12. トータルケアフォローアップ事業
372,000円

「福祉で地域（まち）づく
り」を推進し、地域におけ
る住民主体の
活動を実施
します。

13. ボランティアセンター運営事業
767,000円

ボランティア活動の充実を
図り、被災地域で支援する
人材を育てます。災害発生
に備え、非常食や
生活用品などの
備品を備蓄します。

14.移送サービス
333,000円

寝たきりの方等、福祉車輌
でなければ移動できない方
へ移送車輌を
貸出し、
移動を支援
します。

15.ネットワーク活動の推進
104,000円

近隣住民等の見守りや支援
により、地域から「一人の
不幸も見逃さない運動」を
推進。認知症ＳＯＳおたす
けネットワーク等により、
地域で自立した生活が送れ
るよう支援します。

○平成28年度に町民の皆さまから寄せられた「赤い羽根共同募金」は、平成29年度分
として「5,560,242円」が配分されました。この配分金は今年度、以下の事業に
役立てられます。

赤い羽根共同募金は自分の町へやさしさを届けます

福 祉 だ よ り（5） 第63号



福 祉 だ よ り第63号 （6）

就職
したい!!

　　でも自分に
　　　合った
仕事がわからない…

在宅介護支援センターからの ワンポイントアドバイス

高齢者の夏バテ原因
⃝脱　　水… ……トイレに行く回数を減らしたいために、水分補給を控える。
⃝熱 中 症… ……「クーラーの風が嫌い」「節約のため」と、暑くてもクーラーをつけない。
⃝栄養不足… ……口当たりの良い物ばかりを食べたり、おかずを残したりするなど、食べ物

の偏りによる栄養不足。

高齢者の夏バテ予防となる食事
⃝食事は、量よりもタンパク質やビタミン、ミネラルなどをバランス
　よく摂取することを心がける。
⃝胃腸に負担を掛けすぎない。
⃝夏野菜を多く摂る。（夏野菜は体温を下げてくれます）
　　　　（例：枝豆、アスパラ、きゅうり、ゴーヤ、とうもろこし、トマトなど）
⃝タンパク質を摂る。（例：豆腐、湯葉や麩、鰹節、鶏肉、半熟卵など）
⃝香辛料や梅干などの酸味を上手に使い、食欲の増進を図る。
	 例：	香辛料－とうがらし、みょうが、わさび、ねぎ、しそ など
		  酸　味－梅干し、酢、ゆず、レモン など
⃝水分をこまめに摂る。
⃝食欲がない場合は、食事を数回に分けて摂る。（スープや野菜ジュースでもＯＫ）

夏バテ予防 ～食事～

★火を使わない調理法
夏場の暑いときや、それほど多くない量を作る場合に
電子レンジの活用がおすすめです。
電子レンジでは、茹でる、蒸す、出汁を取るなどの調理ができます。

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「
秋
田
県

南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
こ
て
」

と
連
携
し
、
若
者
の
就
労
支
援
に
関
す
る
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
無
業
で
働
く
意
欲
が
あ
り
「
働
き
た

い
け
ど
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
人
と
話
す
の
が
苦
手
」
な
ど
に
悩
ん
で
い

る
、
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
ご
本
人
お
よ
び

ご
家
族
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記
相
談

日
を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

相談日 9月14日(木)、11月16日(木)
時　間 9時30分～12時
場　所 みさと福祉センター（美郷町土崎字上野乙6番地１）

出張相談のお知らせ若者の就労を
応援します

秋田県南若者サポートステーションよこて
☎0182-23-5101（横手市横山町1-1）

相 談 予 約
お問い合わせ先

①	茹　で　る－	お湯で茹でるときと違い、野菜の栄養分を逃さないのでおすすめです。
	 	 ラップをかけてレンジで１分から２分程加熱する。（目安：１００グラムあたり２分前後）

②	蒸　　　す－	鶏の胸肉やささみはこの方法で蒸し鶏にできます。
	 	 耐熱皿に塩、コショウ、酒を加え、ラップをして２分から３分加熱する。

③	出汁をとる－	耐熱容器に水（カップ２杯）、昆布（３センチから４センチ）、鰹節（１パック　2.5ｇ）を	
	 入れ、４分程加熱する。



【
出
場
選
手
の
紹
介
】

◇	

緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
六
郷
高
校

の
代
表
と
し
て
、
三
人
で
力
を
合
わ
せ
て
良
い

介
護
を
し
ま
す
。

福
祉
科
二
年  

山
﨑
さ
く
ら

◇	

初
め
て
の
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
で
緊
張
し
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
良
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

福
祉
科
二
年  

渡
部
　
夏
奈

◇
代
表
と
な
っ
て
と
て
も
不
安
で
す
が
、
福
祉
科

と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
的
確
な
介
護
を
目
指

し
て
精
一
杯
競
技
し
ま
す
。

福
祉
科
二
年  

小
松
陽
菜
多

福 祉 だ よ り（7） 第63号

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
の
花
壇
を
見
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
。
赤
、
黄
、
ピ
ン
ク
、
紫
の
花
が
咲
き
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
生
徒
玄
関
に
も
プ
ラ

ン
タ
ー
を
置
い
て
登
校
す
る
生
徒
を
迎
え
て

い
ま
す
。
学
校
園
委
員
と
福
祉
科
生
徒
が
水
や

り
を
し
て
い
ま
す
。

　
七
月
二
十
二
日
か
ら
夏
休
み
で
す
。
二
年
生

は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
地
域
で
体
験
活
動

を
行
い
ま
す
。
三
年
生
は
い
よ
い
よ
就
職
試
験

の
準
備
に
入
り
ま
す
。

  

福
祉
科
第
十
四
期
生
宣
誓
式

　

五
月
十
六
日
（
火
）
福
祉
科
第
十
四
期
生

二
十
一
名
の
宣
誓
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
来
賓
や
保
護
者
、
在

校
生
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
の
宣
誓
式
と
な
り

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
委
員
長
の
久
米
惟い

ぶ
き吹
さ
ん
が

力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
介
護
福
祉
の

専
門
職
を
目
指
す
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

こ
の
春
卒
業
し
た
十
二
期
生
は
、
１
０
０
％

  

七
月
二
十
二
日
（
土
）
本
校
を
会
場
に
「
第
四

回
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
地
区
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
東
北
地
区
か
ら
福
祉
を
学
ぶ
九
校

が
参
加
予
定
で
す
。
準
備
か
ら
進
行
、
当
日
の
運

営
ま
で
福
祉
科
生
徒
が
担
当
し
ま
す
。
昨
年
、
初

め
て
こ
の
大
会
運
営
を
任
さ
れ
、
責
任
を
感
じ
な

が
ら
緊
張
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。
早
朝
、
学
校
へ

の
道
案
内
か
ら
見
送
り
ま
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

乗
り
切
り
ま
し
た
。
昨
年
、
こ
の
大
会
で
六
郷
高

校
は
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
、
石
川
県
金
沢
市
で

行
わ
れ
た
「
第
５
回
全
国
福
祉
校
長
会
高
校
生
介

護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
東
北
地
区
代
表
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
三
名
の
先
輩
達
は
、
緊
張
し
な

が
ら
も
大
健
闘
を
し
て
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
福
祉
を
学
ぶ

高
校
生
が
課
題
事
例
に
対
す
る
介
護
技
術
力
を
競

い
、
そ
の
技
術
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な

介
護
の
場
面
に
お
い
て
、
適
切
か
つ
安
全
に
支
援

で
き
る
能
力
と
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
出
場
校
は
何
度
も
練
習
を
重
ね
て
き
て
は
い

る
も
の
の
、
競
技
会
場
に
入
る
と
緊
張
し
、
そ
の

様
子
が
進
行
係
を
務
め
る
私
た
ち
に
も
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
、
十
月
二
十
二
日
（
日
）「
第
６
回
全

国
福
祉
校
長
会
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
い
よ
い
よ
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
六
郷
高

校
は
開
催
県
チ
ー
ム
と
し
て
す
で
に
出
場
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
甘
ん
じ
ず
昨
年
以
上
に
上

位
入
賞
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

の
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
小
松

陽ひ
な
た
菜
多
さ
ん
が
「
お
礼
の
言
葉
」
で
述
べ
て
い
ま

し
た
。
二
年
後
、
全
員
が
国
家
試
験
受
験
資
格
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

全
国
福
祉
高
等
学
校
長
会  

東
北
地
区
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

す
。
ま
た
、「
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
運
営

を
は
じ
め
、「
福
祉
部
門
」
に
関
わ
る
す
べ
て
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
福
祉

を
学
ぶ
高
校
生
と
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
秋

田
や
美
郷
町
の
Ｐ
Ｒ
も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
【
２
年
生
の
実
習
先
】

集
中
実
習

   

八
月
二
日
（
水
）
～ 

八
日
（
火
）

分
散
実
習                      

   
十
月
四
日
（
水
）
～ 

十
二
月
二
十
一
日
（
木
）

 　
　
※ 
行
事
を
除
く
水
・
木
曜
日

同
行
訪
問
実
習	

十
月
～
十
一
月

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
実
習	

十
一
月
～
十
二
月

実
習
施
設
・
事
業
所

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー
ト
ピ
ア
緑
泉

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー
ト
ピ
ア
仙
南

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
昼
荘   

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
森
苑  

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
木
苑

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
寿
苑  

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
幸
園 

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
も
れ
び
の
杜

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
テ
ン
ダ
ー
ヒ
ル
ズ

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
こ
や
か
横
手  

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
こ
や
か
森
の
家

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ビ
ハ
ー
ラ
横
手

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
の
苑

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
杏
授
苑

◇
大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会  

◇
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

◇
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会  

　

                         　
　
　

  （ 

十
七
施
設 

）



　この季節、寝苦しい夜には扇風機やエアコンを動かしたまま寝てしまう方も多いと思います
が、就寝時の使用には少し注意が必要です。
　扇風機やエアコンを動かしたまま寝てしまい、体調を崩してしまう場合があるからです。体
調を崩さないようにするには、扇風機の場合には首振り機能を使用する、エアコンの場合は冷
風が直接体に当たる場所を避けるなどの対策が必要です。扇風機やエアコンを上手に使い熱中
症を防ぎ、暑い夏を乗り切りましょう。
◎お知らせ	 今年度から、みさと福祉だよりの発行回数が年６回から４回に変更になりました。
	 発行月は４月・７月・11月・２月を予定しております。
	 今後ともよろしくお願いいたします。　 (S・O)

福 祉 だ よ り第63号 （8）

社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会	 TEL0187（85）2294（代）	 FAX0187（85）2291
	 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp
美郷町介護事業所	 TEL0187（87）6128（代）	 FAX0187（87）6680
	 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

編集後記

〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1
【ホームページ】 http://www.misatocho-shakyo.or.jp/

平成29年度　採用職員紹介

居宅介護支援班
介護支援専門員

主事　太田　美
みゆき

幸

地域福祉班
在宅福祉相談員

主事　鷹觜　陽
はるか

香

■香典返し
旭　町	 村田　和子 様
秋田市	 高橋　明治 様
御　前	 渋谷　新一 様
千屋中部	 戸沢　　徹 様
下畑屋	 本間　勇人 様
土崎北部	 鈴木ケイ子 様
善元寺	 髙橋　正行 様
大柳	 冨樫八十治 様
西高方町	 髙栁　　信 様
野中	 池田　茂碁 様
下畑屋	 髙橋　敏巳 様
駅前	 佐藤　俊博 様

■一般寄付
上　町	 栗林久美子 様
塚	 畠山　タカ 様
スーパーマーケットよねや
	 とまき店 様
コスモスの会 様
扇龍会 会主	 嶋田ヤイ子 様
特定非営利活動法人　凛々会
	 理事長　久米　　力 様
秋田建築労働組合
	 大仙・美郷支部 様

■物品寄付
黒沢	 有限会社 高階建設 様
	 （紙おむつ）
一丈木	 高橋　悦子 様
	 （プルタブ・他）
佐野	 キッカワ宅配サービス 様
	 （乳製品・乳飲料）
下畑屋	 本間　勇人 様
	 （紙おむつ）
もみじ会 様	 （紙箱）
元本堂南部	 髙橋　克三 様
	 （紙おむつ）

※	この他、匿名でも多くのご寄付
をいただいております。

	 以上の方々より当協議会に善意
の金品をいただきました。

	 ご厚意に対し、心よりお礼申し
上げます。

（平成 29 年 4 月１日～
平成 29 年 6 月 30 日受付分）

※受付順

　

４
月
か
ら
、
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
）
と
し
て
居
宅
介
護

支
援
班
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、
ケ
ア
マ
ネ
は
初
心
者
で
仕

事
の
内
容
が
想
像
以
上
に
多
岐
に

わ
た
る
こ
と
か
ら
日
々
仕
事
と
勉

強
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
関
わ
る
方
々
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
、
利
用
者
や
ご
家
族
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
支
援
を
心
掛

け
、
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
地
域
福
祉
班
の
在

宅
福
祉
相
談
員
と
し
て
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　

大
学
で
は
社
会
福
祉
学
を
専
攻

し
て
４
年
間
勉
強
し
て
き
ま
し
た

が
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、

今
ま
で
以
上
に
学
ぶ
こ
と
が
多
く

勉
強
の
毎
日
で
す
。

　

地
域
福
祉
と
い
う
分
野
は
、
地

域
の
方
々
の
生
活
に
関
わ
っ
て
い

る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
や
り

が
い
の
あ
る
お
仕
事
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

未
熟
者
で
す
が
、
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

清掃活動中の様子

奉
友
会

      

春
の
清
掃
活
動

　

４
月
27
日
（
木
）
奉
友
会
主

催
に
よ
る
「
春
の
清
掃
活
動
」

が
、
み
さ
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
奉
友

会
会
員
の
他
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
雪
に

よ
り
折
れ
た
枝
や
空
き
缶
な
ど

の
ゴ
ミ
を
丁
寧
に
拾
い
集
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

苦
情
解
決
委
員
会
開
催

　

３
月
28
日
（
火
）
み
さ
と

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
平
成

28
年
度
下
半
期
に
美
郷
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ

た
苦
情
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
住
民

の
皆
さ
ま
や
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
へ
の

適
切
な
対
応
策
等
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
ま
た
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
方
々
に
、
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

設
置
し
て
い
ま
す
。


